

























卜する 卜.器も地域に応 じたそれぞれの特徴をもつ.研究者は発掘によってIlf.Lした [･.rA諒の年代や地域性を











役立つ罷要な手掛か りともなる｡遺物の履歴悪 とい ､え
るこの記録をもとに研究室での分析が始 まるO
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土器の用途と作り手たちのなりわい 遺跡から出土 した土器は泥にまみれている｡ しか し注意深 くその表
lLiを観察すると､泥以外に 卜器が使われた畔に付着 した食料がこび りついていることがあるO写真 1の-/T:.は
各炊きに用いられた L器のr)1面に付着 した炭化物である｡この組織 を顕徴税で観察 した結果､ユ リ科ネギ
属の球根であることがわかったoまた､1･_器のlノ凋;にも縄文人をとりまく環境をしめす多様引市報が含ま




































機能がわか りにくく名称をつけにくいが､鋭い刃部から､ ｢切る｣ ｢削る｣というような機能を推定でき
る｡そこで ｢馴器 (スクレイパー)｣という名称をつけることにする｡これでこの ｢石｣が石器であると
いう認定ができたわけである｡この後はこの石器をrxJ化 したり､一緒に出上 した石器や上器と比較検討す
るなどして､当時の生活様式を授元 していくのである｡ (肋手 富樫孝志)





一直線に走っていました (写真左上)0線路敷 き (道床)は土を盛って作ってあり､両脇には排水川と思､
われる溝を掘ってありました (写兵右)｡道床の上に小石 (バラス ト)を敷かずに､画接枕木を敷いた跡





と思､われます｡ トラックがあった時代でi)なく､ トロッコが最大の運搬手段だったので しょうo
どのような線路配置になっていたのか､ トロッコは人間が押 したのか､馬が引っ張ったのか､軽便鉄迫
のような小型の蒸気機関車を使ったのか､想像はどんどんふ くらみます｡どなたか1時の状iJrlLや資料など
ご存 じないでしょうか｡調べてみたいと思います｡ (肋手 富僅孝志)
表紙写真の説明
工学部生物応川工学科棟の建設に伴う発掘調査
で山 Lした縄文時代後期(約3500年前)の大型の削
器 (スクレイパー)｡現場で山上状況を記録 し､
室l勺で実測ItRlを書き､様々な記録をとる｡時には
使用によって刃部についた微細な傷や摩滅痕の観
察なども行う｡
編集後記
1一類の遺物には実に多くの情報か含まれていま
す｡今回登場 した遺物からも､もっと多くの情報
を読みとることができます｡図書館の増築了･定地
では､明治時代の トロッコ軌道の跡が発見されま
したo珍 しいものなので#li介 しました｡もっとも
私の個人的な興味 もありますが｡ (T)
